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桜並木の美観守り続けて40年
春見つけた！保存会の皆さん
　桜の名所、南町桜並木遊歩道（全
長約800㍍）で先月下旬、桜が開花。
昭和45年の結成以来、掃除などの活
動を続ける南町桜並木保存会（会員
10人・柴

しば

田
た

善
ぜん

次
じ

郎
ろう

会長）の皆さんも、
春を告げる桜の息吹に顔をほころ
ばせます。皆さんもピンク色に染
まる遊歩道を散歩してみませんか。
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─
─
平
成
22
年
度
は
、
ど
の

よ
う
に
市
政
を
進
め
ら
れ
ま

す
か
。

市
長　

第
一
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を

盛
り
込
ん
だ
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

（
公
約
）
の
着
実
な
推
進
、

第
二
に
、
財
政
の
健
全
化
と

の
両
立
、
第
三
に
、
蕨
の
優

れ
た
地
域
力
を
生
か
し
た
市

民
と
の
協
働
の
い
っ
そ
う
の

推
進
、
と
い
う
３
つ
の
基
本

姿
勢
で
市
政
運
営
に
当
た
り
、

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る

「
あ
っ
た
か
市
政
」
の
更
な

る
充
実
、
発
展
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
そ
う
い
っ
た
姿
勢
で
編

成
さ
れ
た
22
年
度
予
算
の
特

徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
長　

ひ
と
言
で
言
え
ば

「
く
ら
し
の
安
心
と
未
来
へ

の
希
望
」で
す
。暮
ら
し
の
安

心
で
は
、防
犯
・
防
災
対
策
を

引
き
続
き
強
め
る
と
と
も
に
、

医
療
や
介
護
の
充
実
、
更
に

　

平
成
22
年
度
の
蕨
市
の
総

予
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
1.4

％
多
い
３
９
２
億
１
８
４
２

万
８
０
０
０
円
で
す
。
市
は

毎
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
を「
年
度
」と
し
て
区
切

り
、
こ
の
予
算
で
ま
ち
づ
く

り
の
仕
事
を
し
た
り
、
お
金

を
経
理
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
に
は
、
３
つ
の
会
計

が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
い
ち
ば
ん
密
着

し
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
つ
か
さ
ど
る
「
一
般

会
計
」
と
区
画
整
理
や
国
民

健
康
保
険
な
ど
の
事
業
を
行

う
「
特
別
会
計
」、
そ
し
て
、

市
立
病
院
や
水
道
の
事
業
収

入
な
ど
で
経
営
す
る
「
企
業

会
計
」
で
す
。
で
は
、
各
会

計
の
概
要
を
ご
説
明
し
ま
し

ょ
う
（
上
表
参
照
）。

■テレビ広報 ｢ハローわらび｣ が借りられます／ケーブルテレビで放送している行政広報番組｢ハローわらび｣のビデオ・ＤＶＤが借りられ→

単位＝千円、％

単位＝千円

単位＝千円、％ 単位＝千円、％

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 市民１人 
当たり（円）

１世帯 
当たり（円）

市 税 10,900,000 11,300,000 △ 400,000 151,324 305,322
地 方 譲 与 税 120,000 120,000 0 1,666 3,361
利 子 割 交 付 金 25,000 30,000 △ 5,000 347 700
配 当 割 交 付 金 8,000 10,000 △ 2,000 111 224
株 式 等 譲 渡 所 
得 割 交 付 金 2,000 5,000 △ 3,000 28 56

地 方 消 費 税 
交 付 金 500,000 500,000 0 6,941 14,006

自 動 車 取 得 税 
交 付 金 50,000 50,000 0 694 1,401

地方特例交付金 101,000 101,000 0 1,402 2,829
地 方 交 付 税 950,000 600,000 350,000 13,189 26,611
交 通 安 全 対 策 
特 別 交 付 金 11,000 11,000 0 153 308

分 担 金 及 び 
負 担 金 179,743 171,408 8,335 2,495 5,035

使 用 料 及 び 
手 数 料 255,683 257,563 △ 1,880 3,550 7,162

国 庫 支 出 金 2,923,639 2,600,381 323,258 40,589 81,895
県 支 出 金 1,007,661 925,294 82,367 13,989 28,226
財 産 収 入 68,860 64,701 4,159 956 1,929
寄 附 金 300 200 100 4 8
繰 入 金 781,137 831,969 △ 50,832 10,844 21,880
繰 越 金 150,000 150,000 0 2,082 4,202
諸 収 入 950,377 1,129,484 △ 179,107 13,194 26,621
市 債 1,160,600 1,022,000 138,600 16,113 32,510
合　　　　 計 20,145,000 19,880,000 265,000 279,671 564,286
各表は、平成22年度の一般会計、特別会計、企業会計とその総合計です。

科　　目 本　年　度 前　年　度 比　　較 市民１人 
当たり（円）

１世帯 
当たり（円）

議 会 費 257,834 231,352 26,482 3,579 7,222

総 務 費 2,737,775 2,466,763 271,012 38,008 76,689

民 生 費 8,443,881 7,264,454 1,179,427 117,226 236,523

衛 生 費 1,797,864 1,760,630 37,234 24,960 50,360

労 働 費 55,957 95,892 △ 39,935 777 1,568

農林水産業費 7,643 6,940 703 106 214

商 工 費 259,383 262,701 △ 3,318 3,601 7,266

土 木 費 2,316,222 3,288,205 △ 971,983 32,156 64,880

消 防 費 804,308 793,988 10,320 11,166 22,530

教 育 費 1,771,477 2,088,985 △ 317,508 24,593 49,621

公 債 費 1,486,047 1,455,455 30,592 20,631 41,626

諸 支 出 金 176,609 134,635 41,974 2,452 4,947

予 備 費 30,000 30,000 0 416 840

合　　　 計 20,145,000 19,880,000 265,000 279,671 564,286

一般会計では、平成22年１月１日現在の人口72,031人　世帯35,700で市民１
人当たりと１世帯当たりも換算しています。

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,309,000 7,117,000 2.7 

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 12,000 20,000 △　40.0 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,743,000 1,778,000 △　 2.0 

錦 町 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 1,289,000 1,243,000 3.7 

中央第一土地区画整理事業特別会計 18,000 21,000 △　14.3 

介 護 保 険 特 別 会 計 3,625,000 3,434,000 5.6 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 671,000 650,000 3.2 

合　　　　　計 14,667,000 14,263,000 2.8 

会　計　名 予算科目 本  年  度 前  年  度 伸 び 率

病 院 事 業 会 計 収益的支出 3,118,903 3,127,439 △ 　0.3 
水 道 事 業 会 計 収益的支出 1,287,525 1,400,928 △　 8.1 
合 計 4,406,428 4,528,367 △ 　2.7 

会　計　名 本  年  度 前  年  度 伸 び 率
一 般 会 計 20,145,000 19,880,000 1.3 
特 別 会 計 14,667,000 14,263,000 2.8 
企 業 会 計 4,406,428 4,528,367 △　 2.7 

合　　　　　　計 39,218,428 38,671,367 1.4 

■一般会計（歳入） ■一般会計（歳出）

■特別会計 ■企業会計

■総合計

単位＝千円

　

未
来
へ
の
希
望
で
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
支

援
や
教
育
の
充
実
、更
に
は
、

将
来
、子
ど
も
た
ち
に
借
金
の

ツ
ケ
を
回
さ
な
い
た
め
、
こ

の
２
年
間
で
市
の
借
金
を
14

億
円
以
上
削
減
し
て
き
ま
し

た
が
、
新
年
度
も
引
き
続
き

削
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

─
─
現
在
と
未
来
の
双
方
を

見
据
え
て
い
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

は
具
体
的
に
ど
う
進
む
の
で

し
ょ
う
か
。

市
長　

蕨
駅
西
口
に
続
き
、

東
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設

置
や
入
院
に
続
き
通
院
で
の

中
学
卒
業
ま
で
の
「
こ
ど
も

医
療
費
無
料
化
」
の
拡
大
、

知
的
障
害
の
あ
る
か
た
の
た

め
の
夜
間
保
護
事
業
の
開

始
、
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手

当
の
創
設
、
小
学
校
３
・
４

年
生
で
の
35
人
程
度
学
級
の

実
現
、
幼
稚
園
児
補
助
金
の

引
き
上
げ
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

の
増
設
、
小
・

中
学
校
の
耐
震

化
、
浸
水
対
策

の
た
め
の
北
町

地
区
へ
の
雨
水

調
整
池
設
計
委

託
な
ど
も
予
算

化
い
た
し
ま
し

た
。

─
─
分
か
り
ま

し
た
。最
後
に
、

今
年
度
の
市
政

運
営
に
取
リ
組

む
決
意
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
経
済

状
況
が
続
い
て

い
る
だ
け
に
、

緊
急
経
済
対
策

の
実
施
や
国
民

健
康
保
険
税
の

据
え
置
き
な
ど

を
行
い
ま
す
。

市
長　

昨
年
度
は
、
蕨
市
が

市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
心
を
１
つ
に
、
蕨
の
ま

ち
を
大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ

と
の
で
き
た
１
年
で
し
た
。

　

50
周
年
記
念
事
業
を
通
じ

て
実
感
し
た
こ
と
は
、
蕨
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
民
力
の

す
ば
ら
し
さ
で
す
。
地
方
分

権
の
進
展
の
な
か
で
、私
は
、

ま
ち
の
総
合
力
、
い
わ
ば
地

域
力
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
蕨
の

優
れ
た
地
域
力
を
更
に
発
揮

し
、
日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
・蕨
の
よ
さ
を
最
大

限
に
生
か
し
た
協
働
型
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市

民
の
皆
さ
ん
で
す
。
引
き
続

き
、
市
政
へ
の
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

22
年
度
の
予
算
総
合
計

1.4
％
増
の
約
３
９
２
億

一
般
会
計
は
1.3
％
増
の

２
０
１
億
４
５
０
０
万

「くらしの安心と未来への希望」
あったか市政の22年度予算

〈特集〉 新年度予算／①市長の方針と予算概要

　春の訪れとともに、市では、新年度予算が始まりました。そこで今月は、４月か
ら来年３月までの１年間のまちづくりをまとめた、平成22年度予算を特集します。
ここ、２㌻では、賴髙市長に22年度の市政運営や予算編成のあらましを聞きました。

度
よ
り
４
億
円
少
な
く
見
込

む
ほ
か
、
戸
田
競
艇
配
分
金

も
１
億
２
５
０
０
万
円
減
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
の
地
方
財
政
計
画
を
踏
ま

え
、
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
で
５
億
１
０
０
０

万
円
増
額
す
る
ほ
か
、
市
の

貯
金
と
も
言
え
る
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
な
ど
で
、
必
要

な
財
源
を
賄
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
わ
れ
る
お
金
「
歳

出
」
で
は
、「
く
ら
し
の
安

心
と
未
来
へ
の
希
望
」
を
テ

ー
マ
に
、
安
全
安
心
、
子
育

て
支
援
、
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
、
健
康
づ
く
り
な
ど

を
更
に
充
実
さ
せ
て
、
あ
っ

た
か
市
政
の
５
本
柱
を
推
進

し
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
予
算
総
額

１
４
６
億
６
７
０
０
万
円
で

前
年
度
よ
り
2.8
％
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康

診
査
事
業
を
進
め
る
ほ
か
、

介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

経
営
改
革
を
進
め
る
市
立

病
院
と
安
定
し
た
水
の
供
給

を
行
う
水
道
事
業
の
企
業
会

計
で
は
、
前
年
度
よ
り
2.7
％

少
な
い
44
億
６
４
２
万
８
０

０
０
円
の
予
算
で
、
効
率
的

な
経
営
を
図
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、

２
０
１
億
４
５
０
０
万
円
で
、

前
年
度
よ
り
1.3
％
の
増
額
で

す
。市
に
入
っ
て
く
る
お
金
、

「
歳
入
」
の
中
心
と
な
る
市

税
は
、
長
引
く
深
刻
な
経
済

不
況
の
影
響
に
よ
り
、
前
年

　

平
成
22
年
度
の
市
政
運
営

と
予
算
は『
広
報
蕨
・
増
刊
号
』

賴
髙
市
長
の
施
政
方
針
表
明

で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

▶
22
年
度
の
市
政
運
営
と
予
算
を
語
る
賴
髙
市
長

◀
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
「
蕨
市
民
公
園
桜
ま
つ
り
」
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予
算
額
は
大
き
な
数
字
で

す
の
で
、
も
う
少
し
身
近
な

金
額
に
置
き
換
え
て
ご
説
明

し
ま
す
。
一
般
会
計
の
総
額

を
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在

の
人
口
７
万
２
０
３
１
人
で

割
っ
て
計
算
す
る
と
、
市
民

１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お

金
は
、27
万
９
６
７
１
円
と
な

り
、前
年
度
よ
り
１
４
０
７
円

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
税
金
は
、６
８
４
４

円
少
な
い
１
人
当
た
り
15
万

１
３
２
４
円
で
す
。差
額
12

万
８
３
４
７
円
は
、
交
付
税

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
１
人
当
た
り
に
使

わ
れ
る
お
金
の
内
訳
（
右
・

１
人
の
負
担
額
₁₅
万
円

使
わ
れ
る
お
金
2₈
万
円

円
グ
ラ
フ
と
下
図
参
照
）
を

見
て
み
ま
す
と
、
児
童
や
高

齢
者
、
障
害
者
な
ど
の
福
祉

に
使
わ
れ
る
民
生
費
が
11
万

７
２
２
６
円
と
い
ち
ば
ん
多

く
、
歳
出
の
約
42
％
に
当
た

り
ま
す
。
民
生
費
で
は
、
こ

ど
も
医
療
費
の
拡
充
や
留
守

家
庭
児
童
指
導
室
の
増
設
、

在
宅
要
介
護
高
齢
者
支
援
事

業
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

続
い
て
２
位
は
、
総
務
費

の
３
万
８
０
０
８
円
で
、
防

犯
灯
の
設
置
や
町
会
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
補
助
な

ど
、安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

３
番
目
は
３
万
２
１
５
６

円
の
土
木
費
で
、蕨
駅
東
口
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
や
北
町

地
区
へ
の
雨
水
調
整
池
の
設

計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
税
金
の

内
訳
は
、
１
位
が
歳
入
の
約

54
％
を
占
め
る
市
民
税
７
万

４
８
９
円
、
続
い
て
固
定
資

産
税
の
５
万
９
６
２
７
円

で
、
以
下
、
都
市
計
画
税
、

市
た
ば
こ
税
︙
と
続
き
ま
す
。

　

市
民
１
人
に
使
わ
れ
る
市

の
お
金
と
、
負
担
し
て
い
た

だ
く
税
金
の
内
容
は
お
分
か

り
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う

か
。続
く
５
㌻
か
ら
９
㌻
は
、

予
算
の
柱
と
な
っ
た
、
５
つ

の
重
点
施
策
の
主
な
事
業
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
市

民
意
識
調
査
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
関
心
が
高
い
施
策
の

防
犯
と
防
災
対
策
。そ
こ
で
、

市
で
は
い
ち
ば
ん
目
の
重
点

施
策
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
の
安
全
と
安
心
を
支
え

ま
す
。

　

ま
ず
、
防
災
対
策
で
は
、

大
雨
な
ど
に
よ
る
浸
水
対
策

を
進
め
る
た
め
、
広
さ
１
９

１
８
平
方
㍍
あ
る
北
町
１
丁

目
の
「
わ
ら
び
公
園
」
の
地

下
に
約
５
０
０
０
㌧
規
模
の

雨
水
調
整
池
を
設
け
る
計
画

を
推
進
し
ま
す
。
そ
こ
で
今

年
度
は
、
設
計
委
託
料
と
し

て
１
０
２
９
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

　

学
校
校
舎
の
耐
震
化
工
事

は
、
今
年
、
一
中
Ａ
棟
、
二

中
教
室
棟
、
東
中
特
別
教
室

棟
を
21
年
度
補
正
予
算
で
実

施
し
ま
す
。
22
年
度
予
算
で

は
、
西
小
４
期
校
舎
、
中
央

小
、
中
東
小
特
別
教
室
棟
の

工
事
設
計
委
託
料
を
計
上
し
、

進
め
ま
す
。
な
お
、
23
年
度

に
は
全
校
舎
の
耐
震
補
強
が

完
了
予
定
の
た
め
、
今
年
度

は
更
に
、
東
小
、
西
小
、
南

小
、
塚
越
小
の
体
育
館
の
耐

震
診
断
を
実
施
し
耐
震
化
を

推
進
し
ま
す
。

北
町
地
区
の
浸
水
対
策

更
に
進
む
学
校
耐
震
化

市税
54.1％

国庫支出金
14.5％

市債
5.8％

県支出金
5.0％

諸収入
4.7％

地方交付税
4.7％

繰入金
3.9％

その他
7.3％

民生費
41.9％

土木費
11.5％

衛生費
8.9％

教育費
8.8％

公債費
7.4％

消防費
4.0％

商工費
1.3％

議会費
1.3％ 労働費ほか

0.4％

諸支出金
0.9％

総務費
13.6％

歳
入

歳
出

平成22年度一般会計歳入歳出予算構成比

労働費ほか

1,299円

諸支出金

2,452円

議 会 費

3,579円

商 工 費

3,601円

消 防 費

11,166円

公 債 費

20,631円

教 育 費

24,593円

衛 生 費

24,960円

土 木 費

32,156円

総 務 費

38,008円

軽自動車税

396円

市たばこ税

6,664円

都市計画税

14,148円

固定資産税

59,627円

市 民 税

70,489円

市税総額
１人当たり

151,324円

市
民
１
人
が
負
担

す
る
税
金

民 生 費

117,226円

歳出総額
１人当たり

279,671円

市
民
１
人
に
使
わ

れ
る
市
の
お
金

一
般
会
計
予
算︵
主
な
事
業
︶

議
会
費
◇

議
会
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
委
託
料

２
９
︑７
４
４

総　　　務　　　費

平
和
都
市
宣
言
塔
設
置
工
事

１
︑３
７
０

新

庁
舎
軸
耐
力
補
強
工
事
設
計
等
委
託
料

１
４
︑９
８
４

新

庁
舎
電
気
機
械
設
備
等
調
査
委
託
料

６
︑６
４
２

国
際
交
流
事
業

３
︑９
０
０

◇

自
転
車
盗
難
等
防
犯
対
策
業
務
委
託
料

１
０
︑３
３
２

◎

防
犯
灯
設
置
等
工
事

３
︑８
８
０

◇

公
文
書
管
理　

臨
時
職
員

２
︑５
３
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
シ
ス
テ
ム

２
︑９
０
９

◇

広
報
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
委
託
料

１
３
︑９
５
３

拡

広
報
蕨

１
３
︑４
１
４

番
組
制
作
委
託
料

２
４
︑０
７
９

旧
旭
町
公
民
館
解
体
工
事

９
︑９
０
０

◇

公
有
財
産
台
帳
電
子
化
事
業
委
託
料

９
︑５
５
５

新

経
営
戦
略
に
係
る
計
画
策
定
懇
談
会

１
５
０

新

「
わ
ら
ぶ
ー
」
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
作
成

２
︑１
０
０

情
報
処
理
業
務
委
託
料

１
０
︑９
６
２

新

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
基
本
計
画
策
定
の
た
め
の
意
識
調
査　
　

１
４

拡

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
交
付
金

２
︑２
２
０

町
会
補
助
金

１
０
︑２
９
９

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金

１
１
︑４
７
９

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金

３
︑０
７
９

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
︑０
０
０

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事

１
５
︑５
９
０

駅
前
自
転
車
等
対
策
業
務
委
託
料

４
３
︑３
０
０

◇

駅
前
放
置
自
転
車
等
対
策
強
化
業
務
委
託
料

５
︑４
４
７

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

４
６
︑１
８
７

市
民
会
館
指
定
管
理
料

７
２
︑７
９
７

駅
前
西
口
連
絡
所
改
修
工
事

１
︑０
６
０

◇

家
屋
課
税
資
料
調
査
委
託
料

３
︑７
４
２

市
税
等
収
納
員

１
２
︑５
６
０

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料
等

２
︑７
４
９

◇

市
税
等
電
話
勧
奨
事
業

１
︑４
２
５

滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム

７
︑８
８
２

◇

戸
籍
電
算
化
事
業　

臨
時
職
員

２
︑１
８
８

新

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム

３
︑８
４
３

タ
イ
プ
浄
書
等
業
務
委
託
料

１
３
︑４
５
７

参
議
院
議
員
選
挙

２
２
︑４
７
８

国
勢
調
査
等　

他
６
調
査

３
７
︑２
２
６

民生費

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

１
３
︑１
２
７

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

７
０
︑０
０
０

市
民
葬
︵
委
託
料
・
式
場
使
用
料
︶

３
８
︑５
２
８

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
費

２
０
︑８
３
２

自
立
支
援
給
付
費

３
８
２
︑３
２
３

新

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
負
担
金

１
︑６
４
５

新
＝
新
規
事
業　

拡
＝
拡
充
事
業　

◎
＝
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目

◇
＝
県
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業　
　
　
　
　

   

単
位
＝
千
円

６
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

安
心
と
希
望
を
運
ぶ

５
つ
の
重
点
施
策

 

22
年
度
予
算
は
︑「
く
ら
し

の
安
心
と
未
来
へ
の
希
望
」

を
特
徴
に
編
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
︑
こ
こ
５
㌻
か

ら
９
㌻
ま
で
で
︑
５
つ
の
重

点
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

→見込み・人事院が卒業者と同等と認める人も可） 約850人　受付＝14日まで 受験案内の請求＝関東信越国税局人事第二課（☎048･600･3111）■国税専門官採用試験／1次試験＝6月13日　対象＝昭和56年4月2日～平成元年4月1日生まれの人か平成元年4月2日以降に生まれた大卒者（→

　市の予算額は大きな金額ですので、分かりづらいと思い
ます。そこで、皆さんの生活に密着した一般会計の予算を
市民１人当たりに換算して、分かりやすくご説明します。

〈特集〉 新年度予算／ ②予算１人当たり
〈特集〉 新年度予算
　　　 ③主な施策と事業

最も使われるお金
健康支える民生費

元気な笑顔守りたい
　犯罪防止に少しでも役
立ちたいと、南町のさつ
き町会の防犯パトロール
を始めて４年目。元気な
子どもたちの笑顔を守る
ため、雨の日も欠かせま
せん。安全なまちには、私
たちの小さな努力とあい
さつし合えるご近所があ
ることも大事でしょうね。

南町１丁目

三
み

浦
うら

 豊
とよ

男
お

さん

声

▶
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
南
町
１
丁
目
さ
つ
き
町
会
の
皆
さ
ん

安
全
・
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
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防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
の
下
、
市
内
の
刑
法
犯

件
数
は
、
い
ち
ば
ん
多
か
っ

た
時
期
よ
り
42
％
も
減
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続

き
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援

す
る
ほ
か
、
防
犯
の
更
な
る

強
化
を
図
り
、
大
型
店
舗
の

駐
輪
場
な
ど
を
巡
回
す
る
、

自
転
車
盗
難
等
防
犯
対
策

費
、
１
０
３
３
万
２
０
０
０

円
計
上
し
ま
し
た
。

　

防
犯
灯
は
、
環
境
に
優
し

い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
で
、
21
年
度

補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
75
基

設
置
し
ま
す
。
防
犯
灯
の
設

置
は
、
市
長
就
任
以
来
、
こ

れ
で
計
３
４
５
基
と
な
り
、

４
年
間
で
３
０
０
基
の
計
画

は
、
３
年
で
達
成
し
ま
す
。

　

未
来
へ
の
希
望
を
は
ぐ
く

む
に
は
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　

そ
の
１
つ
、「
こ
ど
も
医
療

費
無
料
化
」は
、入
院
に
続
き
、

今
年
度
、
通
院
で
の
無
料
化

を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
大
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
の

実
施
は
、
今
年
の
10
月
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
３
・
４
学

年
を
対
象
に
、
市
独
自
で
35

人
程
度
学
級
を
実
施
し
、
よ

り
行
き
届
い
た
教
育
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
留
守
家
庭

児
童
指
導
教
室
の
入
室
希
望

者
が
多
く
、
今
後
も
、
増
加

　

だ
れ
も
が
健
康
に
暮
ら
せ

る
よ
う
、今
年
度
も
よ
り
充
実

し
た
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
図
り
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
が
社
会
参
加
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

蕨
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

を
更
に
進
め
ま
す
。
21
年
度

の
西
口
に
引
き
続
き
、
今
年

度
は
予
算
額
６
４
１
０
万
円

で
東
口
に
設
置
し
ま
す
。

傾
向
が
み
ら
れ
る
南
町
地
区

に
は
、
同
指
導
室
を
増
設
し

ま
す
。
場
所
は
南
公
民
館
内

で
、工
事
費
用
を
３
９
４
万
円

計
上
し
、
整
備
し
ま
す
。

　

更
に
、
10
月
オ
ー
プ
ン
予

定
で
、
蕨
駅
西
口
か
ら
徒
歩

２
分
に
あ
る
３
階
建
て
の
公

共
公
益
施
設「
く
る
る
」に
は
、

平
成
23
年
４
月
、
２
階
に
民

　

在
宅
で
の
日
常
生
活
に
著

し
く
支
障
が
あ
る
か
た
の
た

防
犯
対
策
一
段
と
強
化

環
境
に
優
し
い
防
犯
灯

間
保
育
所
が
開
業
し
ま
す
。

市
で
は
、
保
育
所
の
整
備
費

用
に
補
助
金
１
６
７
７
万
４

０
０
０
円
を
計
上
し
、
待
機

児
童
の
解
消
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か「
く
る
る
」に
は
、

１
階
に
旭
町
公
民
館
が
移
設

す
る
ほ
か
、
３
階
に
は
１
８

０
席
あ
る
文
化
ホ
ー
ル
が
整

備
さ
れ
、
学
ぶ
楽
し
さ
と
地

域
の
触
れ
合
い
を
は
ぐ
く
む

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
委
託
料
の
拡
充
と
併
せ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
錦
町
２
丁
目
の
富

士
見
公
園
内
庭
球
場
の
ク
レ

ー
コ
ー
ト
４
面
を
人
工
芝
に

改
修
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む

皆
さ
ん
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

民　生　費
新

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

７
︑４
５
６

新
◎

夜
間
保
護
事
業
委
託
料

３
︑８
３
１

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料

５
︑７
４
５

紙
お
む
つ
給
付
費
︵
障
害
者
︶

２
︑９
１
１

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費

５
︑３
０
８

福
祉
自
動
車
燃
料
給
付
費

２
︑１
６
０

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金

４
︑４
４
０

重
度
障
害
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

１
︑３
２
０

新

地
域
移
行
支
度
経
費
支
援
事
業
補
助
金

６
０

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

６
５
︑３
７
６

自
立
支
援
医
療
費

９
０
︑０
０
０

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

１
１
８
︑５
６
７

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金

２
０
︑８
９
４

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
促
進
事
業
助
成
金

２
︑０
０
０

特
別
支
援
学
校
等
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
金

５
︑２
２
６

心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
事
業
補
助
金

１
３
︑１
０
６

生
活
ホ
ー
ム
事
業
補
助
金

７
︑３
５
９

重
度
知
的
障
害
者
通
所
施
設
補
助
金

５
︑７
６
０

新

新
事
業
移
行
促
進
事
業
補
助
金

１
８
９

新

事
務
処
理
安
定
化
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０

新

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
家
賃
等
補
助
金

１
︑２
０
０

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料

２
９
︑１
３
６

知
的
障
害
者
更
生
施
設
ハ
ー
ト
松
原
指
定
管
理
料

７
︑７
３
２

知
的
障
害
者
授
産
施
設
レ
イ
ン
ボ
ー
松
原
指
定
管
理
料

４
︑２
９
２

敬
老
祝
金

５
４
︑４
６
０

高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

１
１
︑１
６
０

福
祉
入
浴
委
託
料

１
６
︑２
８
７

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料

１
２
︑３
６
０

紙
お
む
つ
給
付
費
︵
高
齢
者
︶

９
︑６
０
５

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金

２
１
︑３
４
９

24
時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

３
７
︑７
８
３

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
上
料

１
︑０
２
４

新
◎

在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当

７
︑２
０
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

１
９
︑０
０
０

社
会
福
祉
法
人
寧
幸
会
補
助
金

１
２
︑９
０
７

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料

１
２
︑４
２
２

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料

２
６
︑８
３
４

新

小
規
模
福
祉
施
設
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
等
整
備
費
補
助
金

４
︑８
４
１

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

２
５
︑０
４
２

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
︑０
９
８
︑２
２
４

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

６
︑４
７
８

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

５
７
０
︑７
４
２

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費
負
担
金

４
０
３
︑１
４
２

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
０
６
︑９
１
２

後
期
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
補
助
金

４
︑１
０
０

後
期
高
齢
者
保
養
施
設
宿
泊
利
用
助
成
金

１
︑２
０
０

◇

子
ど
も
手
当
支
給
事
業　

臨
時
職
員

２
︑８
８
２

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

６
︑７
１
３

ひ
と
り
親
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

３
︑６
０
０

拡

児
童
扶
養
手
当

１
８
１
︑１
９
０

拡
◎

こ
ど
も
医
療
給
付
費

１
６
５
︑３
１
２

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費

１
５
︑７
５
６

民　生　費

児
童
手
当

７
３
︑９
１
０

新

子
ど
も
手
当

１
︑０
８
１
︑４
７
０

母
子
厚
生
保
障
年
金

４
︑３
８
４

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
費

１
０
︑３
５
２

拡

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業

５
３
︑７
７
９

留
守
家
庭
児
童
指
導
室
整
備
工
事

３
︑９
４
０

児
童
相
談
事
業

２
︑５
１
１

家
庭
保
育
室
委
託
料

３
４
︑９
９
６

一
時
的
保
育
事
業

１
４
︑２
１
１

◎

延
長
保
育
事
業

２
０
︑４
７
５

拡

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

４
︑９
２
６

保
育
園
改
修
工
事

３
︑３
５
０

新

保
育
所
等
整
備
事
業
補
助
金

１
６
︑７
７
４

◇

生
活
保
護
制
度
円
滑
実
施
支
援
事
業　

臨
時
職
員

２
︑２
７
４

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　

２
︑８
８
０

生
活
保
護
面
接
相
談
員

２
︑６
５
９

生
活
保
護
費

２
︑１
０
７
︑０
１
６

衛　　生　　費

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料

４
︑０
４
４

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
負
担
金

１
９
︑４
１
３

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金

１
８
︑０
０
０

看
護
学
校
運
営
費
補
助
金

１
︑８
０
０

健
康
教
育
事
業　
　

１
︑１
２
６

健
康
づ
く
り
事
業
委
託
料

１
︑４
０
０

健
康
診
査
委
託
料

７
︑１
７
３

が
ん
検
診
等
委
託
料

６
３
︑１
９
５

予
防
接
種
委
託
料

７
３
︑７
７
４

拡

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料

３
︑５
２
１

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
委
託
料

１
︑７
０
１

女
性
が
ん
検
診
事
業

１
２
︑４
７
３

新

す
こ
や
か
発
達
相
談

２
８
８

新

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
指
導
事
業︵
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
︶

５
９
１

新
生
児
妊
産
婦
訪
問
指
導
委
託
料

１
︑６
８
０

拡

妊
婦
一
般
健
康
診
査
委
託
料

５
４
︑７
８
０

新

フ
ッ
素
塗
布
委
託
料

１
︑４
４
４

新

大
き
く
な
ぁ
～
れ　

わ
ら
び
っ
こ

６
４

環
境
調
査
委
託
料

１
︑５
７
５

総
合
健
康
診
査
委
託
料

５
４
︑６
０
０

超
音
波
診
断
装
置
借
上
料

１
︑４
７
５

自
立
支
援
給
付
費

１
６
︑８
３
５

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

５
︑８
２
０

共
同
生
活
援
助
等
事
業
費
補
助
金

１
︑７
０
１

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

６
４
７
︑２
８
８

塵
芥
処
理
事
業

２
９
９
︑６
６
８

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
５
０
︑０
０
０

労
働
費

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金

５
０
︑０
０
０

商工費

蕨
商
工
会
議
所
補
助
金

９
︑９
０
０

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金

４
︑０
０
０

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

３
︑３
０
０

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

５
︑５
０
０

新

住
宅
改
修
資
金
助
成
金

１
︑０
０
０

拡

観
光
行
事
委
託
料

１
１
︑６
０
０

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

２
︑０
１
６

８
ペ
ー
ジ
ヘ
続
く

■（社）蕨市シルバー人材センター会員募集／健康で働く意欲と体力のある60歳以上の人　問い合わせ＝同センター（中央1⊖30⊖2　☎433・0962）■納税は便利な口座振替で／通知書とじ込みの口座振替依頼書に記入し通帳と通帳印を持ち金融機関へ　詳細＝納税推進室（☎433・7709）

行
き
渡
る
子
育
て
支
援

文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

蕨
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

今
年
度
は
東
口
に
設
置

新
制
度
で
応
援
し
ま
す

在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

子
育
て
支
援・文
化・教
育・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

高
齢
者・障
害
者・誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

期待抱く高齢者支援
　介護は、受けるほうも
するほうも、たいへんなこ
とと最近のニュースでも
伺い知れます。そんなと
き、在宅要介護の高齢者
のかたを支援する制度が
新しくできるなど、私た
ち年代の身近な問題に、
行政の目が届いていると
感じ、うれしく思います。

塚越３丁目

木
きの

下
した

 昭
あき

夫
お

さん

め
に
、
安
心
し
て
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
環
境
も

整
え
ま
す
。
65
歳
以
上
の
在

宅
で
要
介
護
度
４
以
上
の
か

た
で
、
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
の
場
合
（
生
活
保
護

を
除
く
）を
対
象
に
、新
た
に

在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
制

元気を支える無料化
　子どもには、いつも元
気ですくすく育ってほし
いものですが、ひょんなこ
とから、お医者さんにか
かることも少なくありま
せん。小さな子どもが２
人いる私には、中学校卒
業までお財布を気にせず
に病院に行けることは、
とっても助かりますね。

錦町１丁目

伊
い

藤
とう

 典
のり

子
こ

さん

声声

▶
35
人
程
度
学
級
は
小
学
３
・
４
年
生
で
実
施

▲地下に雨水調整池を設置する「わらび公園」▲人工芝となる富士見公園内庭球場

▶
10
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の「
く
る
る
」。１
階
は
旭
町

公
民
館
︑２
階
に
は
民
間
保
育
所
︑３
階
は
１
８
０

席
の
文
化
ホ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
ま
す

▶
蕨
市
立
病
院
経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
安
心
と
信
頼
の
あ
る
病
院
へ
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度
を
設
け
ま
し
た
。
月
額
５

０
０
０
円
を
支
給
し
、
高
齢

者
福
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。

　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
ハ
ー
ト
松
原
や
レ
イ

ン
ボ
ー
松
原
の
通
所
者
、
そ

し
て
15
歳
以
上
の
知
的
障
害

の
あ
る
か
た
を
対
象
に
、障
害

者
夜
間
保
護
対
応
事
業（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
開
始
し
ま

す
。施
設
の
勤
務
体
制
の
見
直

し
と
職
員
の
増
員
な
ど
で
、

３
８
３
万
１
０
０
０
円
を
計

上
し
、障
害
が
あ
る
か
た
や
、

家
族
の
安
心
を
広
げ
ま
す
。

　

蕨
市
立
病
院
で
は
、
昨
年

３
月
に
策
定
し
た
「
蕨
市
立

病
院
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
き
、
今
年
も
医
師
の
確

保
に
努
め
な
が
ら
、
経
営
の

健
全
化
を
図
り
ま
す
。更
に
、

地
域
医
療
連
携
を
進
め
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
、
安
心
感
を
求
め
ら
れ

る
病
院
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

明
る
い
元
気
な
商
店
街

魅
力
広
め
る
観
光
事
業

利
子
補
給
と
住
宅
改
修

市
内
の
経
済
を
活
性
化

　

明
る
く
、
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
商
店
街
は
、
ま
ち
の
魅
力

を
高
め
な
が
ら
、
安
全
で
安

心
な
住
環
境
も
支
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路

灯
整
備
を
行
う
「
蕨
西
口
み

ゆ
き
商
店
会
」
に
事
業
費
の

３
分
の
１
の
５
５
０
万
円
を

補
助
し
、
商
店
街
の
活
性
化

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
の
目
標

と
市
の
事
業
や
商
店
街
な
ど

が
行
う
事
業
を
体
系
的
に
ま

と
め
た
「
中
心
市
街
地
活
性

化
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

ま
ち
の
活
性
化
を
進
め
ま
す
。

　

更
に
、「
苗
木
市
」
や
「
機

ま
つ
り
」、「
宿
場
ま
つ
り
」の

ほ
か
、「
藤
ま
つ
り
」
を
観

光
事
業
と
し
て
計
１
１
６
０

万
円
を
計
上
し
、
ま
ち
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

長
引
く
経
済
不
況
を
背
景

に
、
21
年
度
限
定
で
実
施
し

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
、
住
み
よ

い
ま
ち
へ
の
第
１
歩
で
す
。

そ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
感
じ
て

い
る
地
域
の
身
近
な
疑
問
や

課
題
な
ど
を
市
長
と
語
り
合

う
「
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
今
月
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
平
成
22
年
度
の

施
策
・
予
算
に
つ
い
て
」
で

す
（
下
図
①
参
照
）。
市
長

が
直
接
、
皆
さ
ん
の
地
域
に

伺
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

め
の
指
針
と
な
る
新
た
な
プ

ラ
ン
を
８
月
ご
ろ
に
策
定
い

た
し
ま
す
。
市
で
は
、今
後

も
、蕨
の
優
れ
た
地
域
力
を

更
に
高
め
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
、
市
民
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
描
い
た
錦
町
７
号

公
園
。今
年
度
は
、雨
水
調
整

池
の
整
備
計
画
が
あ
る
「
わ

ら
び
公
園
」
を
今
ま
で
以
上

に
、
親
し
ま
れ
る
公
園
と
し

て
再
生
す
る
た
め
、皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
基
本

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
協
働
し
、
と
も
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

皆
さ
ん
と
行
政
一
体
で

更
に
住
み
よ
い
ま
ち
へ

商工費

観
光
協
会
補
助
金

１
︑９
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
等
利
子
補
給
金

１
︑６
０
０

新

小
口
事
業
資
金
融
資
等
信
用
保
証
料
補
給
金

５
５
０

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金

７
０
︑０
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金

１
０
０
︑０
０
０

新

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
認
定
支
援
委
託
料

８
０
１

消
費
生
活
相
談

３
︑４
０
６

土　木　費
◇

建
築
行
政
資
料
電
子
化  

臨
時
職
員

１
︑２
７
５

狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業

７
︑３
１
１

道
路
関
係
環
境
整
備
委
託
料

２
２
︑０
０
０

用
水
路
環
境
整
備
工
事

１
５
︑０
０
０

舗
装
道
補
修
工
事

１
０
︑０
８
０

新

跨
線
道
路
橋
補
修
工
事
図
書
作
成
委
託
料

５
︑０
０
８

◎

蕨
駅
東
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業

６
４
︑１
０
０

◎

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
見
直
し
委
託
料

１
０
︑６
２
６

◎

駅
西
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

１
０
︑８
１
５

県
道
整
備
工
事
負
担
金

１
１
︑３
０
０

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
７
６
︑１
９
０

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

１
７
︑８
９
８

◎

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

７
４
６
︑５
５
１

公
園
等
修
繕
費

８
︑２
６
６

公
園
等
維
持
管
理
委
託
料

３
４
︑９
５
２

公
園
等
清
掃
委
託
料

１
２
︑８
９
０

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料

１
１
︑０
０
０

公
園
・
歩
道
緑
地
帯
自
主
管
理
団
体
助
成
金

２
︑９
６
７

新

わ
ら
び
公
園
再
生
基
本
計
画
策
定
委
託
料

２
︑１
０
０

公
園
等
整
備
工
事

１
４
６
︑９
０
０

街
路
樹
等
樹
木
管
理
委
託
料

１
２
︑３
７
３

緑
化
推
進
関
係
環
境
整
備
委
託
料

３
︑０
７
５

市
営
住
宅
解
体
工
事

１
︑９
９
０

市
営
住
宅
改
修
工
事

１
︑７
０
０

消　防　費

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
用
資
器
材

１
︑７
９
９

発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
使
用
料

３
︑９
３
８

消
防
緊
急
通
信
シ
ス
テ
ム
借
上
料

９
︑７
５
０

新

位
置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
借
上
料

２
︑９
０
４

救
急
救
命
士
教
育
訓
練
事
業
負
担
金

１
︑６
９
０

消
防
団
員
報
酬

４
︑９
６
２

消
防
団
運
営
交
付
金

３
︑３
２
１

消
防
庁
舎
等
改
修
工
事

７
︑７
３
０

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
︵
水
Ⅰ
│
Ｂ
︶

４
０
︑９
６
２

災
害
対
策
用
備
蓄
品
費

３
︑４
４
９

自
主
防
災
組
織
育
成
交
付
金

１
︑８
５
０

災
害
対
策
用
備
品

１
︑３
０
５

防
災
施
設
移
設
工
事

１
︑４
５
０

地
域
防
災
計
画
策
定
委
託
料

５
︑２
５
０

◇

ス
ク
ー
ル
支
援
員

７
︑０
１
４

特
別
支
援
教
育
支
援
員

３
︑７
７
７

新

通
級
指
導
教
室

１
︑７
６
３

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料

３
︑０
０
０

心
の
観
劇
事
業
委
託
料

１
︑０
８
０

外
国
人
英
語
指
導
助
手
派
遣
委
託
料

１
４
︑２
５
２

　　　　　教　　　　　　育　　　　　　費
新
◎

35
人
程
度
学
級

１
４
︑４
４
４

さ
わ
や
か
相
談
事
業

６
︑２
７
３

◇

ニ
コ
ニ
コ
相
談
事
業

５
︑５
５
３

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

６
３
︑０
４
０

拡
◎

幼
稚
園
児
補
助
金

１
４
︑４
５
２

小
学
校
活
動
運
営
用
消
耗
品
・
印
刷
製
本
費

８
︑３
９
４

小
学
校
修
繕
費

１
１
︑５
３
２

小
学
校
警
備
委
託
料

４
︑４
０
７

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
委
託
料

７
︑２
１
３

小
学
校
管
理
用
備
品

１
︑３
５
６

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

７
︑０
０
０

◎

小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
設
計
委
託
料

２
８
︑６
５
２

新

小
学
校
体
育
館
耐
震
診
断
委
託
料

１
６
︑６
５
３

小
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
保
守
・
借
上
料

３
０
︑３
３
２

児
童
用
教
材
教
具
・
備
品

１
４
︑３
７
６

拡

児
童
用
図
書

２
︑５
２
０

中
学
校
活
動
運
営
用
消
耗
品
・
印
刷
製
本
費

４
︑０
２
５

中
学
校
修
繕
費

５
︑２
５
０

中
学
校
管
理
用
備
品

２
︑０
３
０

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

１
２
︑６
０
０

◎

中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
設
計
委
託
料

７
︑６
２
７

中
学
校
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
保
守
・
借
上
料

５
︑３
９
６

生
徒
用
教
材
教
具
・
備
品

９
︑６
６
５

拡

生
徒
用
図
書

９
９
０

入
学
資
金
貸
与
事
業

１
１
︑４
０
０

奨
学
金
貸
付
事
業

１
２
︑６
０
０

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成

２
︑０
６
９

合
宿
通
学
事
業
委
託
料

１
︑０
５
０

協
働
の
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託
料

４
︑０
０
０

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

８
︑３
３
９

文
化
活
動
事
業
助
成
金

１
︑８
０
０

青
少
年
野
外
活
動
奨
励
費

１
︑６
５
０

◇

信
濃
わ
ら
び
山
荘
施
設
整
備
事
業　

臨
時
職
員

１
︑２
５
７

文
化
ホ
ー
ル
整
備
工
事

３
７
０

文
化
ホ
ー
ル
用
備
品

１
２
︑０
４
７

公
民
館
講
座

２
︑９
７
０

拡

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
委
託
料

７
０
０

西
公
民
館
集
会
室
音
響
設
備
の
更
新

１
︑６
１
８

公
民
館
改
修
工
事

７
︑４
４
０

新
旭
町
公
民
館
整
備
工
事

１
︑３
３
０

新
旭
町
公
民
館
用
備
品

９
︑０
１
４

書
誌
情
報
作
成
委
託
料

１
︑１
７
６

図
書
館
シ
ス
テ
ム
関
連
経
費

６
︑２
１
９

図
書
館
改
修
工
事

１
︑１
６
０

学
芸
員

２
︑４
９
８

◇

所
蔵
資
料
調
査
研
究
事
業　

臨
時
職
員

３
９
６

特
別
展
等
展
示
製
作
委
託
料

１
︑４
４
９

施
設
使
用
料
等
︵
民
間
温
水
プ
ー
ル
︶

２
︑５
７
３

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料

４
３
︑４
０
０

可
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
用
ゴ
ー
ル
の
更
新

６
︑８
４
２

プ
ー
ル
指
定
管
理
料

１
１
︑０
５
５

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料

８
６
︑６
７
８

市長タウンミーティング
～市長と語る会～

開催！

開催日時・場所
　１０日（土） 午前10時半～12時　西公民館
　１０日（土） 午後２時～３時半　南公民館
　１７日（土） 午後２時～３時半　中央公民館
　１７日（土） 午後７時～８時半　東公民館
　１８日（日） 午後２時～３時半　北町公民館
※タウンミーティングでは、各会場に託児（無料）をご用意し

ています。利用を希望されるかたは、開催日の７日前まで
に政策企画室（☎433・7698）へ

テーマは 「平成22年度の施策・予算について」
蕨市の取り組みについてお話しします！

どなたでも自由に参加できますので、ふるってご参加ください

→と書いた封筒に140円分の切手をはり返信用封筒を入れ26日までに（社）調理技術技能センター（中央区日本橋堀留町2-8-5　☎03・3667・1867）■調理技術審査･技能検定試験／すし･中国･給食用特殊料理 実技＝7月24日から 学科＝7月30日 受付＝5日～5月7日　申請書･受験案内請求→

た
、
市
の
制
度
融
資
に
対
す

る
利
子
補
給
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
融
資
の
と
き
に

必
要
な
保
証
協
会
保
証
料
に

対
す
る
補
給
を
新
た
に
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
改
修

資
金
助
成
制
度
を
創
設
。
個

人
用
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

を
市
内
業
者
で
行
っ
た
場
合
、

工
事
代
金
の
５
％
（
上
限
10

万
円
）
を
助
成
し
、
市
内
経

済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

特徴のある商店街に
　必要なものが１度にそ
ろう大型店は便利です
ね。でも商店街には、お花
やお茶など、「ここでな
くっちゃ」というお店も
あって、少し高くても利用
しています。高齢化が進む
今、ちょっとした休憩所を
作るなど、商店街に特徴が
あってもいいのでは。

中央５丁目

加
か

藤
とう

 仁
ひと

弥
み

さん

元
気
な
商
店
街
・
元
気
な
蕨
づ
く
り

交流広がる市民参加
　合宿通学のお手伝いや
成年式実行委員を務めて
から、あいさつする機会
が増え、地域の役に立て
たことをうれしく感じて
います。多くの人との交
流で視野も広がり、まち
づくりって楽しいと思い
ます。若い人たちも積極的
に参加してみませんか。

北町４丁目

古
こ

畑
ばた

 佑
ゆう

奈
な

さん

み
ん
な
で
つ
く
る
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

声 声

▲駅西口に設置されたエレベーター

▲LED街路灯が整備される
「蕨西口みゆき商店会」

▶
講
師
を
招
い
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
皆
さ
ん



【　　】10【　　】11

→卒者可）の人 複数の履歴書持参 予約不要･入退場自由 参加企業の求人情報誌がもらえます 詳細＝埼玉県雇用対策協議会（☎048・647・4185）■求人企業合同説明会／16日 午後1時～4時 大宮ソニックシティ４階 対象＝来年３月に大学･短大･専門学校を卒業見込み（1～3年以内の既→

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
声
に
お
こ
た

え
し
よ
う
と
、
市
で
は
、
駅
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
て
Ｊ
Ｒ
側

と
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
と
お
互
い
に
協
力
し
て
設
置
し

て
い
く
こ
と
で
協
議
が
ま
と
ま

り
、
平
成
20
年
度
に
は
工
事
の
設

計
、
そ
し
て
先
月
、
駅
西
口
に
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
幅
1.4

㍍
、
奥
行
き
１
・
35
㍍
の
11
人
乗

り
で
、
乗
っ
た
向
き
の
ま
ま
降
り

る
こ
と
が
で
き
る
、
貫
通
型
を
採

用
。
だ
れ
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り

降
り
で
き
る
仕
様
で
す
。
更
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
て
、
防
犯
や
急
病
な
ど

　

東
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
で
き

る
こ
と
で
、
駅
に
は
合
計
３
基
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
東
口
、
西
口
か

ら
改
札
へ
、改
札
か
ら
ホ
ー
ム
へ
、

そ
し
て
、
市
の
東
側
と
西
側
の
往

来
ま
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、
だ

れ
も
が
自
由
に
行
き
来
で
き
る
駅

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
で
は
、
だ
れ
も

が
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
で
も
出
か

け
ら
れ
る
、
よ
り
快
適
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
こ
う
と
、
東
口
に
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
計
画
（
予
算
額

６
４
１
０
万
円
）。
11
人
乗
り
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
を
７
月

か
ら
始
め
、
12
月
ま
で
に
完
成
さ

せ
よ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

蕨
市
は
、
首
都
圏
の
住
宅
都
市

と
し
て
発
展
す
る
に
伴
っ
て
、
た

く
さ
ん
の
か
た
が
電
車
で
市
外
へ

通
勤
・
通
学
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
蕨

駅
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
１
日
に

上
り
下
り
合
わ
せ
て
５
０
０
本
以

上
の
発
着
が
あ
り
、
12
万
人
近
く

が
利
用
す
る
、
県
内
で
も
有
数
の

利
用
者
の
多
い
駅
で
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
が
線
路
で
二
分
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
線
路
を
渡

る
手
段
と
し
て
駅
舎
を
通
行
す
る

か
た
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
な
か
で
も
、

お
年
寄
り
や
体
に
障
害
の
あ
る
か

た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
お
使
い
の
か

た
な
ど
に
と
っ
て
、
階
段
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
で
は
不
便
な
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。国
は
、公
共
交
通

機
関
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

推
進
す
る
た
め
、
平
成
12
年
度
に

通
称・交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
制

定
し
、蕨
駅
の
よ
う
な
乗
降
客
の
多

い
駅
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
蕨
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
に
関
し
て
は
、
今
ま
で

２
万
人
を
超
え
る
署
名
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
切
実
な
願
い
で
も
あ
り
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
蕨
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
早
期
に
設
置
す

設
置
を
望
む
多
く
の
声

今
年
度
東
口
に
も
設
置

み
ん
な
が
安
心
の
仕
様

の
対
応
の
ほ
か
、
地
震
の
際
、
自

動
で
復
旧
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
設

備
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

設
置
工
事
の
総
費
用
は
、
約
５

２
８
０
万
円
で
、
そ
の
内
Ｊ
Ｒ
が

３
分
の
１
を
負
担
し
ま
す
。
残
り

の
２
分
の
１
を
埼
玉
県
か
ら
の
補

助
金
が
充
て
ら
れ
る
予
定
で
、
市

の
負
担
は
約
１
７
７
０
万
円
と
な

る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
の
12
月
に
は
、
市

が
Ｊ
Ｒ
に
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
形
で
、
改
札
内
と
ホ
ー
ム
を
つ

蕨駅西口エレベーター完成
～みんなが安心・快適に～

　

蕨
駅
西
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
先
月
19

日
、そ
の
完
成
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
、
だ
れ
も
が
安
心
で
快
適
に
利
用
で
き
る
駅
に
し

て
ほ
し
い
と
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
月
は
、設
置
ま
で
の
歩
み
と
、今
年
度
、東
口
で
進

め
て
い
く
設
置
工
事
の
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

蕨
駅
西
口
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

利 

　
用 

　
者 

　
の 

　
声

錦町１丁目・29歳

照
てる

山
やま

 美
み

保
ほ

子
こ

さん

　

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
川
口
市

の
実
家
に
行
く
と
き
に
、
蕨
駅
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
下
り

は
階
段
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
と
子
ど
も
を

担
い
で
降
り
る
し
か
な
く
、
そ
の

こ
と
を
考
え
る
と
わ
ず
ら
わ
し
く

な
り
、
別
の
交
通
手
段
で
帰
る
こ

と
も
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
で
、
駅
を
利
用
す
る
の

が
苦
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

塚越１丁目・74歳

矢
や

島
じま

 さつ子
こ

さん

　

膝
や
腰
が
痛
い
と
き
な
ど
に
駅

を
利
用
す
る
際
、転
倒
の
お
そ
れ
が

あ
る
の
で
、手
す
り
に
つ
か
ま
り
、

慎
重
に
階
段
を
降
り
て
い
ま
し
た
。

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
ま
ち

が
う
ら
や
ま
し
い
な
、
と
思
う
こ

と
も
。
今
年
度
中
に
東
口
に
も
出

来
る
そ
う
な
の
で
、電
車
で
お
出
か

け
を
し
た
り
、
西
口
に
買
い
物
に

行
っ
た
り
と
、
今
ま
で
よ
り
外
出

す
る
機
会
が
増
え
そ
う
で
す
ね
。

中央２丁目・58歳

広
ひろ

瀬
せ

 弘
ひろ

文
ふみ

さん

　

車
い
す
で
の
生
活
を
送
っ
て
い

る
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
出
来

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
ま
で
改
札
口
に
行
く
た
め

に
は
、
私
の
た
め
だ
け
に
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
止
め
て
い
た
だ
い
て

い
た
の
で
、と
て
も
気
が
引
け
、で

き
る
だ
け
駅
を
利
用
し
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
ま
し
た
。
行
き
た
い

と
こ
ろ
に
い
つ
で
も
行
け
る
、
こ

れ
か
ら
の
生
活
が
楽
し
み
で
す
。

西川口方面 南浦和方面

階段・エスカレーター

階段

エスカレーター

ホーム ホーム

改
札
口

東　口

西　口

お
手
洗

キップ
売り場

❶

❸

❷

東口エレベーターは12月に完成予定（イメージ）

改札内のエレベーター

西口は階段のわきに設置

JR蕨駅　構内図

な
ぐ
部
分
に
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
、
ホ
ー
ム
か
ら
西
口
駅

前
広
場
ま
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環

境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

る
こ
と
が
、
市
の
最
重
点
課
題
の

１
つ
で
し
た
。

子
育
て
世
代
の
強
い
味
方

高
齢
者
に
も
優
し
い
設
備

障
害
者
の
生
活
が
広
が
る

完成記念式典でのテープカットの様子

❶
JR蕨駅　構内図

特集 :蕨駅のバリアフリー化❷❸ ❶
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サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
と

の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
支
援
や
要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
人
に
対
し
て
、

介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

包
括
的
・
継
続
的

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
連
携

す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
づ
く
り
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

介
護
予
防
事
業

　

特
定
高
齢
者
の
運
動
や
口
腔
機

能
の
向
上
、
栄
養
改
善
な
ど
の
た

め
の
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
を

利
用
し
た
介
護
予
防
教
室
や
、
個

別
訪
問
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

　

ま
た
、
転
倒
予
防
教
室
「
蕨
ぴ

ん
し
ゃ
ん
教
室
」
や
、
認
知
症
予

防
講
座
な
ど
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
蕨
市
社
会
福
祉
協

議
会（
☎
434
・
６
７
２
１
）

総
合
相
談
・
支
援

　

高
齢
者
と
そ
の
家
族
の
、介
護
、

福
祉
、保
健
、医
療
、生
活
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
利
用

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

権
利
擁
護

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
じ

ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
人
な
ど
を
保

護
・
支
援
す
る
成
年
後
見
制
度
の

利
用
に
つ
い
て
の
援
助
や
、家
族
、

同
居
人
な
ど
に
よ
る
身
体
へ
の
暴

行
、介
護
の
放
棄
、心
理
的
嫌
が
ら

せ
な
ど
の
高
齢
者
虐
待
の
相
談
、

高
齢
者
に
関
す
る
困
難
事
例
や
消

費
者
被
害
な
ど
に
も
対
応
し
ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

介
護
保
険
で
要
支
援
一
・
二
と

な
っ
た
人
に
対
し
て
、
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

を
作
成
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
予
防

成
年
後
見
制
度
の
利
用
支
援

　

認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
じ

ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
高
齢
者
に
対
し
、

成
年
後
見
人
な
ど
を
選
任
す
る
た

め
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
の
防
止

　

高
齢
者
に
対
す
る
身
体
的・心
理

的・経
済
的
な
虐
待
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
室（
☎

433
・
７
７
５
６
）

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
、
市
役
所

介
護
保
険
室
で
取
り
扱
う
事
業
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
す
る
事

業
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

診
で
把
握
さ
れ
た
特
定
高
齢
者
や

一
般
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介

護
予
防
教
室
な
ど
の
「
介
護
予
防

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
定
高
齢
者
の
把
握
事
業

　

特
定
高
齢
者
と
は
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
を
い
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
行
う

は
つ
ら
つ
介
護
予
防
健
診
に
基
づ

き
判
定
し
た
特
定
高
齢
者
に
対
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加

を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
の
把
握
の
方
法
が

次
㌻
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
応
援
す

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養

成
し
て
、
だ
れ
も
が
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
、
住
み

慣
れ
た
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で
も
健

や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会
福

祉
士
な
ど
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
介
護
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、

権
利
擁
護
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た

っ
て
総
合
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
高
齢
者
や
そ

の
家
族
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談

と
支
援
、
②
権
利
擁
護
（
虐
待
や

成
年
後
見
の
相
談
）、
③
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
サ
ー
ビ

ス
計
画
の
作
成
）、
④
包
括
的
・

継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
の
連
携
づ
く

り
）
の
４
つ
の
「
包
括
的
支
援
事

業
」
と
、
は
つ
ら
つ
介
護
予
防
健

　

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
な

か
、
介
護
予
防
と
、
高
齢
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
総
合

的
に
支
援
す
る
機
関
と
し
て
、
平

成
18
年
に
設
置
さ
れ
た
の
が
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

蕨
市
で
は
、
こ
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
、
総
合
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
直
接
運

営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
か

ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
て
き
た
包
括
的
支
援
事
業
と

介
護
予
防
事
業
を
、
社
会
福
祉
法

人
蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
右
下

図
参
照
）
に
委
託
し
て
、
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

福
祉
の
人
材
と
地
域
福
祉
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持

つ
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
事
業
を

委
託
す
る
こ
と
で
、
更
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
地
域
包
括
支

専
門
知
識
と
経
験
生
か
し

更
に
充
実
の
事
業
展
開
を

●
セ
ン
タ
ー
の
役
割

●
介
護
保
険
室
の
事
業

●
社
協
に
委
託
す
る
事
業

　高齢者の皆さんが、住み慣れたまちで、安心して生き生
きと暮らせるように、市では、平成18年に地域包括支援セ
ンターを設置し、介護や保健、権利擁護などの総合的な支援
を行っています。今年４月から、このセンターを、福祉の
人材と地域福祉のノウハウを持つ、蕨市社会福祉協議会に
委託することで、更なるサービスの充実を図っていきます。

蕨駅
至南浦和

バス停

市役所

北町

西口

蕨市総合社会福祉
センター内

蕨市地域包括
支援センター

錦町コミュニティ
センター

文
二中

ぷらっとわらび
バス停

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
ま
す

対象となる人
　平成22年4月1日現在、65歳以上で、介護保険の要
支援・要介護認定を受けていない人

基本チェックリスト
　生活状況や運動機能、栄養状況などに関する簡単
な30項目（基本25項目＋アンケート５項目）の質問
となっています。回答は、「はい」または「いいえ」
のいずれか（身長と体重は、数値を記入）を選んで、
同封の返信用封筒で、５月10日までに介護保険室へ
ご返送ください。

結果アドバイス票
　回答していただいた人に、「結果アドバイス票」
をお送りします。生活機能の低下が見られる人には、
「生活機能評価受診券」もお送りしますので、医療機
関で受診してください。その結果、介護予防の必要性
が高い人には、介護予防事業のご案内をいたします。

生活機能評価「はつらつ介護予防健診」
実施方法が変わります

基本チェックリストが送付されます
（４月20日ごろ）

基本チェックリストに記入して返送
（５月10日までに）

結果アドバイス票が送付されます

蕨市地域包括支援センターから、介護予防
事業をご案内します。ぜひ参加して、これ
からも自立した生活を送りましょう

生活機能低下のない人
　今後もさまざまな活
動に参加するなど、状
態の維持に努めてくだ
さい

介護予防教室への参加
の必要がない人
　今後もさまざまな活
動に参加するなど、状態
の維持に努めましょう

介護予防教室への参加
の必要がある人

生活機能低下のある人
　別途送付される「生
活機能評価受診券」を
持って、医療機関で受
診してください（国民
健康保険・後期高齢者
保険などの加入者は、
それぞれの健診と併せ
て受診してください）

※�ぷらっとわらび西ルート
14番停留所下車

　生活機能評価「はつらつ介護予防健診」は、高齢
者に起こりやすい足腰の衰えや栄養の偏りなど、危
険な老化のサインを早期に発見し、介護が必要な状
態になることを予防しようとするものです。
　蕨市では介護予防の必要性が高い人を事前に把握
するために、日常生活の様子などを確認する「基本
チェックリスト」での調査を実施いたします。

事業の委託を受けた蕨市社会福祉協議会

蕨ぴんしゃん教室の様子
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■自衛官（一般曹候補生）募集／受付＝5月10日まで　1次試験＝5月22日　ほかの職種の募集あり　問い合わせ＝朝霞地域事務所（緯048・466・4435）■『広報蕨』へのご意見・ご感想や身近な話などどんな話題でもけっこうです　お便りお待ちしています　詳細＝秘書広報課（緯433・7703）

園児とお年寄りが交流

80周年祝い体育の祭典

市民参加のコンサート

「わらび」広める歌発表
　

３
月
14
日
、西
公
民
館
で
、

「
わ
ら
び
り
ん
ご
の
う
た
」が

地
元
バ
ン
ド「
オ
ー
ケ
ー
ズ
」

に
よ
り
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

作
詞
・
作
曲
は
錦
町
在
住
の

影か
げ

山や
ま

洋ひ
ろ
し

さ
ん
。
こ
の
日
は
、

「
り
ん
ご
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
や

「
わ
ら
び
り
ん
ご
姫
」な
ど
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
発
表
も
あ
り
、

今
後
、大
い
に「
わ
ら
び
」を
広

め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

満員御礼つかごし寄席
　

３
月
７
日
、
東
公
民
館
を

会
場
に
「
第
30
回
つ
か
ご
し

寄
席
」が
、蕨
市
社
会
福
祉
協

議
会
・
塚
越
支
部
の
主
催
で

開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
13
年

か
ら
毎
年
お
越
し
い
た
だ
い

て
い
る
柳や

な
ぎ

家や

三さ
ん

之の

助す
け

師
匠
の

落
語
を
は
じ
め
、
地
域
で
活

躍
す
る
皆
さ
ん
の
獅
子
舞
や

舞
踊
な
ど
の
披
露
に
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
、
南
町
２
丁
目

に
あ
る
交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら

で
、恒
例
の「
な
か
よ
し
発
表

会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。隣
接

す
る
く
る
み
保
育
園
の
園
児

に
よ
る
か
わ
い
ら
し
い
踊
り

と
演
劇
の
後
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
手
遊
び

や
肩
た
た
き
な
ど
を
楽
し
み
、

集
ま
っ
た
60
人
は
、
世
代
を

超
え
た
交
流
を
広
げ
ま
し
た
。

　

今
年
創
立
80
周
年
を
迎
え

た
蕨
市
体
育
協
会
主
催
の

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」が
３
月

14
日
、
市
民
体
育
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
30
の
加
盟
団
体

６
５
０
人
が
参
加
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た

か
た
へ
の
表
彰
や
大
縄
跳
び

で
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
午

後
か
ら
記
念
式
典
も
行
わ
れ
、

節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
活
動
す
る
音
楽
団

体
が
集
い
、
練
習
の
成
果
を

発
表
す
る
「
わ
ら
び
春
の
コ

ン
サ
ー
ト
」が
３
月
14
日
、市

民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

合
唱
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ギ
タ

ー
な
ど
13
団
体
の
皆
さ
ん
に

よ
る
熱
演
が
披
露
さ
れ
、
集

ま
っ
た
６
１
０
人
は
、
豊
か

な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、
春

の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

この数な～に
6 時間後

　200年に1回程度発生するといわれる
大雨（3日間の総雨量が548㍉）で、もし
も戸田橋付近の堤防が決壊してしまっ
たら…。６時間後には、蕨市はほぼ全
域が浸水し、１㍍を超える浸水被害に
見舞われる地域も出ると予測されてい
ます。今月号の『広報蕨』には、「洪水
ハザードマップ」が折り込まれていま
す。このマップを参考に、万一に備え
て避難経路や避難場所などを、ご家族
や地域の皆さんといっしょに確認して
おきましょう。マップに関する問い合
わせ＝安全安心推進課（緯433・7755）

　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
の

リ
ー
ダ
ー
・
高た

か

見み

沢ざ
わ

俊と
し

彦ひ
こ

さ

ん
が
地
元
蕨
の
市
制
50
周
年

の
お
祝
い
に
デ
ザ
イ
ン
し
て

く
れ
た
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
エ
ン
ジ
ェ
ル
わ
ら
ぶ
ー
」。

　

そ
の
誕
生
を
記
念
し
て
グ

ッ
ズ
を
限
定
販
売
し
ま
す
。

　

こ
ろ
こ
ろ
し
て
か
わ
い
い

わ
ら
ぶ
ー
の
ミ
ニ
縫
い
ぐ
る

み
。
直
径
約
９
㌢
の
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
で
す
。ひ
も
付
き
。

価
格
＝
１
個
５
０
０
円　

販
売
開
始
＝
27
日
か
ら

販
売
場
所
＝
市
役
所
１
階
市

民
活
動
推
進
室
、
各
公
民
館

エ
ン
ジ
ェ
ル
わ
ら
ぶ
ー
誕
生
記
念
グ
ッ
ズ

か
わ
い
い
わ
ら
ぶ
ー
の

ミ
ニ
縫
い
ぐ
る
み
販
売

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
譲
っ
て
く
だ
さ
い
・
無
料
〕

▼
お
も
ち
ゃ（
幼
児
用
）・
お
ん
ぶ

ひ
も　

な
る
べ
く
状
態
の
よ
い
物

※
公
共
施
設
で
開
か
れ
る
講
座
で

「
保
育
グ
ル
ー
プ
ふ
う
せ
ん
」が
託

児
に
使
い
ま
す居

園
川
・
緯
090
・

３
０
６
０
・
８
１
２
４巨

〔
見
に
来
ま
せ
ん
か
〕

▼
端
午
の
節
句　

①
鯉
の
ぼ
り　

10
日
～
５
月
15
日　

北
町
４
︱

８
︱

６　

蕨
ハ
イ
デ
ン
ス
駐
車
場
内　

②
５
月
人
形
・
段
飾
り　
25
日
～
５

月
７
日　
午
後
１
時
～
５
時　
同
集

会
室　

※
不
用
に
な
っ
た
５
月
人

形
・
鯉
の
ぼ
り
を
譲
っ
て
く
だ
さ

い居

都
秋
・
緯
444
・
１
８
０
８巨

▼
新
舞
会（
日
本
舞
踊
）25
周
年
記

念
発
表
会　

５
月
２
日　

午
後
０

時
半　

南
公
民
館居

森
田
・
緯
442
・

８
４
８
７巨

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
英
書
を
読
む
会　

金
曜
日　

午

後
１
時
半　
中
央
公
民
館　
月
５
０

０
円居

住
谷
・
緯
432
・
４
１
６
５巨

▼
ア
ド
バ
ン
ス
（
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
）　
金
曜
日　
午
後
６
時
半
福

祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー　

月
４
０
０

０
円　
初
心
者
向
け　
無
料
体
験
あ

り居

石
塚
・
緯
433
・
５
２
７
５巨

▼
笑
美（
わ
ら
び
）　

話
し
方
サ
ー

ク
ル　
第
１
・
３
・５
火
曜
日　
午
前

９
時
45
分　
南
公
民
館　
入
会
金
５

０
０
円　
月
１
５
０
０
円居

鈴
木
・

緯
090
・
４
０
６
３
・
７
５
９
４巨

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
10
時　

南
公
民
館　

無
料居

井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９巨

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

▼
Ｒ
ｉ
ｂ
ｂ
ｏ
ｎ　

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ

（
新
体
操
）　

月
３
回
木
曜
日　

午

後
３
時
40
分　

市
民
体
育
館　

年

少
～
年
長（
女
の
子
）居

大
道
・
緯

070
・
５
５
６
２
・
７
２
０
８巨

▼
子
ど
も
日
本
舞
踊
ク
ラ
ブ「
な
で

し
こ
」　
月
３
回
木
曜
日　
午
後
４
時

15
分　
下
蕨
公
民
館　
年
会
費
１
５

０
０
円　
月
１
０
０
０
円　
年
中
～

小
学
生居

同
館・
緯
441・１
５
６
０巨

▼
子
ど
も
英
語
サ
ン
＆
ス
タ
ー　

水
曜
日　

午
後
３
時
半
と
午
後
４

時
半　

南
公
民
館　

月
３
０
０
０

円　

幼
児
～
小
学
生居

小
林
・
緯

080
・
４
１
４
１
・
７
２
８
８巨

▼
ミ
ッ
キ
ー
キ
ッ
ズ（
親
子
体
操
）

水
曜
日　
午
前
10
時
半　
市
民
体
育

館　
親
子（
未
就
園
児
）　
月
１
５
０

０
円　
随
時
無
料
体
験
可居

工
藤
・

緯
090
・
１
７
９
３
・
１
０
３
１巨

▼
県
陽
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ

火
曜
日　

小
学
１
年
～
３
年
生
＝

午
後
５
時　

４
年
生
以
上
＝
午
後

６
時　
西
小　
小
学
生（
女
子
）居

畠

山・
緯
070・５
５
５
５
・２
７
２
６巨

▼
ラ
ビ
ッ
ト
ク
ラ
ブ（
親
子
体
操
）

火
曜
日　

午
前
10
時　

南
公
民

館　

月
１
５
０
０
円　

親
子
（
１

歳
７
か
月
～
３
歳
児
）居

同
館
・
緯

442
・
４
０
５
５巨

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円居

浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５巨

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
活

動　
月
曜
日　
午
後
７
時　
中
央
公
民

館　

お
酒
や
め
た
い
人居

Ａ
Ａ
浦

和・
緯
03・５
９
５
７
・３
５
０
６巨

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

６
日

＝
中
央
公
民
館　

14
日
＝
南
公
民

館　
22
日
＝
旭
町
公
民
館　
午
後
６

時
半居

岡
田
・
緯
441
・
３
１
７
２巨

　

先
日
、
蕨
市
在
住
の
音
楽

家
の
皆
さ
ん
に
よ
る「
わ
ら
び

ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
で
司
会
も
務
め
た
山や

ま

館だ
て

昌ま
さ

代よ

さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー

ク
に
の
っ
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

　

市
制
50
周
年
を
迎
え
た
蕨

の
た
め
に
、マ
ス
コ
ッ
ト「
わ

ら
ぶ
ー
」
を
作
っ
て
く
れ
た

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
の
高た

か

見み

沢ざ
わ

俊と
し

彦ひ
こ

さ
ん
や
サ
ッ
ク
ス

奏
者
の
坂さ

か

田た

明あ
き
ら

さ
ん
、金
管
五

重
奏
の
バ
ズ
フ
ァ
イ
ブ
な
ど
、

蕨
市
出
身
の
か
た
も
含
め
、

蕨
市
に
は
全
国
で
活
躍
す
る

音
楽
家
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
岡お

か

田だ

美み

和わ

さ

ん
は
、先
日
、母
校
北
小
学
校

で
子
ど
も
た
ち
に
す
ば
ら
し

い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
智ち

内な
い

威た
け

雄お

さ
ん
、一
昨
年
パ
リ
国
際

ハ
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高

位
受
賞
の
高た

か

野の

麗れ
い

音ね

さ
ん
な

ど
、有
望
な
若
手
も
い
ま
す
。

　

蕨
は
、
合
唱
や
吹
奏
楽
、

オ
ペ
ラ
な
ど
、
市
民
主
体
の

音
楽
活
動
が
た
い
へ
ん
活
発

で
、
音
楽
が
と
て
も
豊
か
な

ま
ち
な
の
で
す
。
秋
に
は
、

蕨
駅
前
に
１
８
０
席
程
度
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
文
化
ホ
ー
ル

「
く
る
る
」
も
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
文
化

の
香
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

音楽の豊かなまち・蕨

29

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は１日の午後２時半～５
時。５月６日は午後１時～５
時です。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へ

　

昨
年
、
好
評
い
た
だ
い
た

「
蕨
書
き
順
Ｔ
シ
ャ
ツ
」の
第

２
弾
は
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
表
面

に
わ
ら
ぶ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し

ま
し
た（
色
は
黒
の
み
）。

販
売
＝
①
29
日
の
苗
木
市
で

５
０
０
枚
を
先
行
販
売
。
午

前
10
時　

旧
中
山
道　

②
５

月
６
日
か
ら
４
０
０
枚
を
市

役
所
１
階
市
民
活
動
推
進
室

と
東
公
民
館
で
販
売

蕨
書
き
順
Ｔ
シ
ャ
ツ
の

わ
ら
ぶ
ー
バ
ー
シ
ョ
ン

　

中
央
の
カ
レ
ー
シ
ョ
ッ
プ

で
働
く
サ
ン
ト
ス
さ
ん
は
、

ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン

ズ
の
出
身
で
す
。
親
戚せ

き

に
誘

わ
れ
約
２
年
前
に
来
日
し
ま

し
た
。
当
初
は
言
葉
が
分
か

ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、
常

連
客
に
教
わ
り
な
が
ら
徐
々

に
覚
え
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
サ
ン
ト
ス
さ
ん
は

現
在
、
故
郷
に
家
族
を
残
し

単
身
赴
任
中
。
帰
宅
後
の
日

課
は
奥
さ
ん
と
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
近
況
報
告
で
す
。「
妻
に
は
、

『
蕨
は
き
れ
い
で
安
全
な
ま

ち
。
地
域
の
人
た
ち
も
と
て

も
親
切
』と
伝
え
て
い
ま
す
」。

来
年
は
そ
の
奥
さ
ん
を
蕨
に

呼
ぶ
予
定
と
の
こ
と
。新
生
活

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

この
まちに

暮らして

潤　娜さん　 ネパール
中央７丁目・31歳

バニヤ　　　　　
サントスさん

ま
・
ち
・
の
・
話
・
題
　
　

表面

裏面

表面

子ども用　SS（140㌢）サイズ

直筆サイン入りパネル

大人用（S、M、L）サイズ

価格は1,000円

　苗木市会場でＴシャツを購入した人
の中から抽選で２名のかたに「高見沢
俊彦さん直筆サイン入りわらぶーパネ
ル」を進呈いたします。
　なお、グッズを購入した人には特製
クリアファイルを差し上げます。ぜひ
苗木市に遊びに来てください。
問い合わせ＝政策企画室（緯433・7698）
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わ
ら
び
の
野
鳥
・
虫
・
草
　
　
○

丁
目
の
福
祉・児
童
セ
ン
タ
ー

に
は
、「
み
き
お
ね
え
さ
ん

の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
」
を

楽
し
み
に
す
る
た
く
さ
ん
の

親
子
連
れ
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　
「
始
ま
る
よ
っ
た
ら
始
ま

る
よ
」、「
手
は
お
ひ
ざ
～
」。

読
み
聞
か
せ
の
始
ま
り
の
歌

を
歌
い
終
え
る
と
、「
み
き

お
ね
え
さ
ん
」
こ
と
原
美
紀

子
さ
ん
（
中
央
６
丁
目
・
28

歳
）
は
、
子
ど
も
た
ち
１
人

１
人
の
顔
を
見
な
が
ら
、
ゆ

っ
く
り
と
語
り
始
め
ま
す
。

　

健
や
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

情
操
教
育
の
１
つ
に
挙
げ
ら

れ
る
読
み
聞
か
せ
。
で
も
、

物
語
を
通
じ
て
、「
た
だ
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に

笑
っ
て
い
た
い
」
と
い
う
の

が
原
さ
ん
の
本
音
で
す
。
た

と
え
１
人
で
も
聞
き
に
来
て

く
れ
る
子
ど
も
が
い
た
な
ら
、

最
後
は
笑
顔
に
な
っ
て
帰
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
心
を

込
め
て
読
み
聞
か
せ
を
す
る

の
が
原
さ
ん
の
信
条
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を
続

け
て
９
年
。
保
育
士
を
目
指

し
、
子
ど
も
の
心
理
を
学
ぶ

た
め
に
通
い
始
め
た
こ
ろ
と

は
違
い
、
仕
事
と
し
て
よ
り

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

原
さ
ん
。
読
み
聞
か
せ
の
最

中
に
、膝
の
上
に
座
る
子
や
、

ほ
っ
ぺ
に
チ
ュ
ッ
と
し
て
く

れ
る
子
、ま
ち
の
な
か
で「
み

き
お
ね
え
さ
ん
」
と
声
を
か

け
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
と

の
関
係
に
、
心
と
心
の
結
び

付
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

純
粋
で
ま
っ
す
ぐ
な
心
を

持
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に

「
癒
さ
れ
、
元
気
を
も
ら
え

る
の
が
読
み
聞
か
せ
の
時
間
。

そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
時

間
を
い
つ
ま
で
も
た
い
せ
つ

に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
原
さ
ん
で
す
。

輝いていま  ひと
読み聞かせボランティア　 

広
報
蕨　

七
〇
二
号　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

298

子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で
い
た
い

原
はら

 美
み

紀
き

子
こ

 さん

月
第
３
土
曜
日
の
午

前
11
時
15
分
、中
央
４

毎

　

小
さ
な
春
が
感
じ
ら
れ
る

同
展
は
、
西
ル
ー
ト
５
番
停

留
所「
市
民
体
育
館
」が
最
寄

り
。下
車
し
て
目
の
前
で
す
。

会
員
22
人
）
の
皆
さ
ん
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
も
の
で
す
。

　

公
民
館
の
講
座
を
き
っ
か

け
に
４
年
前
に
発
足
し
た
同

　

柔
ら
か
な
日
ざ
し

が
心
地
よ
い
季
節
で

す
。
北
町
公
民
館
で

開
か
れ
る
「
春
の
山

野
草
展
」
に
足
を
運

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
16
日
か
ら
３
日
間
、

ロ
ビ
ー
で
は
サ
ク
ラ

ソ
ウ
や
イ
カ
リ
ソ
ウ

な
ど
、こ
の
時
期
し
か

見
ら
れ
な
い
１
０
０

点
以
上
の
か
れ
ん
な

花
が
訪
れ
た
人
た
ち

を
お
出
迎
え
。こ
れ
は

わ
ら
び
山
草
ク
ラ
ブ

（
鈴す

ず

木き

美み

代よ

吉き
ち

代
表
・

ぷらっと・わらび・小さな旅
16
日
～
18
日
は

春
の
山
野
草
展

フ
ク
ラ
ス
ズ
メ

　

寒
さ
が
緩
ん
で
き
た
３
月

下
旬
、市
役
所
玄
関
で
、ひ
っ

そ
り
と
羽
を
休
め
て
い
た
の

は
、
開
帳
８
㌢
と
や
や
大
型

の
ガ
、フ
ク
ラ
ス
ズ
メ
で
す
。

　

ス
ズ
メ
が
羽
毛
を
逆
立
て

て
冬
の
寒
さ
に
耐
え
る
様
子

を「
ふ
く
ら
す
ず
め
」と
言
い

ま
す
が
、
丸
く
て
全
身
が
ス

ズ
メ
の
よ
う
な
体
色
の
毛
に

覆
わ
れ
た
こ
の
ガ
は
、
そ
れ

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
主

に
林
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、

越
冬
の
た
め
、
人
家
に
現
れ

る
こ
と
も
。
室
内
で
見
か
け

た
ら
ち
ょ
っ
と
怖
い
で
す
ね
。

　

虫
た
ち
が
活
発
に
な
る
春

本
番
。
次
は
ど
ん
な
生
き
物

に
出
会
え
る
で
し
ょ
う
か
。

ク
ラ
ブ
。
月
１
回
の

活
動
日
で
は
、
育
て

方
の
情
報
交
換
や
、

自
慢
の
山
野
草
を
株

分
け
し
て
あ
げ
た
り

と
、和
気
あ
い
あ
い
。

山
野
草
と
ひ
と
言
で

い
っ
て
も
、平
地
か
ら

２
０
０
０
㍍
以
上
の

高
地
で
咲
く
も
の
ま

で
幅
広
く
、
手
入
れ

の
仕
方
も
一
様
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
手
の

か
か
る
子
ど
も
み
た

い
」と
、会
の
皆
さ
ん
。

育てている草花を並べて会話もはずむ皆さん


